
市
議
会
解
散
後
、
初
め
て
招
集
さ
れ
た
あ
き
る
野
市
議
会
第
2
回
定
例
会
開
会
会
議（
令
和
４
年
7
月
28
日
開
催
）に
お
い
て
、
二
度
目
の「
村
木
英
幸
市

長
に
対
す
る
不
信
任
決
議
」が
審
議
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
19
人
、
反
対
1
人
で
可
決
し
ま
し
た（
１
人
退
席
）。
会
議
終
了
後
、
議
場
に
お
い
て

村
野
栄
一
議
長
か
ら
村
木
英
幸
市
長
へ
不
信
任
議
決
通
知
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
村
木
英
幸
市
長
は
失
職
と
な
り
ま
し
た
。

村
木
英
幸
市
長
に
対
す
る
不
信
任
決
議

令
和
４
年
６
月
１６
日
、
あ
き
る
野
市
議
会
は
村
木
英
幸
市
長
に
対
す
る
不
信
任
決
議
を
2１
名
中
20
名
と
い
う
圧
倒
的
多
数
の
賛
成
に
よ
り
可
決
し
た
が
、

村
木
英
幸
市
長
は
自
ら
職
を
辞
す
る
こ
と
な
く
、
６
月
23
日
に
議
会
を
解
散
し
た
。
不
信
任
を
受
け
て
の
議
会
解
散
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
市
議
会
議

員
選
挙
を
通
し
て
市
長
の
信
任
を
市
民
に
問
う
も
の
で
あ
る
。
改
選
後
に
結
果
を
覆
せ
る
勝
算
が
全
く
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
市
議
会
を
解
散
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
す
る
中
、
多
額
の
税
金
を
支
出
す
る
市
議
会
議
員
選
挙
に
至
ら
し
め
た
村
木
英
幸
市
長
の
責
任
は
非
常
に
重
い
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

こ
の
間
、
村
木
英
幸
市
長
は
、
先
の
不
信
任
決
議
に
つ
い
て
明
ら
か
な
論
点
の
す
り
替
え
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
あ
た
か
も
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
新

設
を
め
ぐ
っ
て
市
長
と
議
会
が
対
立
し
、
市
長
の
政
策
を
議
会
が
妨
害
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
主
張
を
繰
り
返
し
て
い
る
が
、
不
信
任
の
理
由
は
、
村
木

英
幸
市
長
の
民
主
主
義
の
ル
ー
ル
を
無
視
し
た
強
引
な
進
め
方
に
対
す
る
も
の
で
あ
り
、
政
策
以
前
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
御
堂
中
学
校
西
側

市
有
地
の
活
用
や
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
新
設
に
つ
い
て
前
向
き
な
考
え
を
持
つ
議
員
さ
え
、
不
信
任
決
議
に
賛
成
し
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

村
木
英
幸
市
長
の
あ
ま
り
に
も
強
引
な
市
政
運
営
は
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
を
め
ぐ
る
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
公
共
交
通
の
実
証
実
験
や
瀬
戸
岡
霞

野
地
区
の
開
発
計
画
等
に
お
い
て
も
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。

ま
た
、
先
の
不
信
任
決
議
で
は
、
昨
年
７
月
に
制
定
し
た
「
あ
き
る
野
市
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
に
関
す
る
条
例
」
を
村
木
英
幸
市
長
が
無
視
し
て

介
護
老
人
福
祉
施
設
の
誘
致
を
図
ろ
う
と
し
た
問
題
を
指
摘
し
た
が
、
村
木
英
幸
市
長
は
本
条
例
が
市
長
の
執
行
権
を
侵
害
し
、
地
方
自
治
法
に
抵
触
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
、
法
令
上
問
題
と
な
る
具
体
的
な
根
拠
を
示
さ
ず
、
条
例
を
廃
止
す
る
た
め
の
何
ら
か
の
手
続
き
を

取
ろ
う
と
い
う
姿
勢
も
見
ら
れ
な
い
。
本
条
例
を
一
旦
は
認
め
、
自
ら
公
布
し
た
責
任
に
対
す
る
自
覚
も
な
い
。

議
会
か
ら
の
様
々
な
指
摘
に
も
誤
り
を
正
す
こ
と
な
く
、
市
政
を
混
乱
さ
せ
、
市
民
に
不
要
な
負
担
を
強
い
る
姿
勢
は
、
市
長
と
し
て
不
適
格
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

よ
っ
て
、
あ
き
る
野
市
議
会
は
、
こ
こ
に
改
め
て
村
木
英
幸
市
長
に
対
す
る
不
信
任
を
決
議
す
る
。

　
令
和
４
年
７
月
28
日
　

東
京
都
あ
き
る
野
市
議
会

新
議
会
に
よ
る
村
木
英
幸
市
長
に
対
す
る

不
信
任
決
議
を
可
決
し
ま
し
た

ギカイの時間 02�

賛
成
し
た
議
員

反
対
し
た
議
員

退
席
し
た
議
員

●
天
野
　
正
昭

●
臼
井
　
建

●
浦
野
　
治
光

●
大
久
保
　
昌
代

●
国
松
　
ま
さ
き

●
窪
島
　
成
一

●
子
籠
　
敏
人

●
関
口
　
え
り
子

●
た
ば
た�

あ
ず
み

●
辻
　
よ
し
子

●
中
村
　
一
広

●
中
村
　
の
り
ひ
と

●
原
田
　
ひ
ろ
こ

●
ひ
は
ら
　
省
吾

●
堀
江
　
武
史

●
増
﨑
　
俊
宏

●
松
本
　
ゆ
き
子

●
村
野
　
栄
一

●
よ
し
ざ
わ�

ゆ
た
か

●
清
水
　
晃

●
し
ょ
う
じ�

さ
と
し

討論 こ の よ う な 意 見 が 出 ま し た

 明るい未来を創る会　清水　晃 
　東京都の特別養護老人ホーム事業推進と相まって、
本市でも今後の高齢者増加に備え、市立御堂中学校
西側の残土のある市有地を活用すれば、土地賃借料、
都からの地域福祉推進交付金が歳入となり、特養建

設を歓迎する市民や、残土のなくなった周辺地域住
民が歓び、潤う。市長は意見書を提出するのみで、
市税の負担はなくデメリットもない。このことから
も市長の今までの行動は、市長の執行権の範囲内で
あると思われ、反対する。　

 自由民主党志清会　臼井　建 
　私たちが市長を不信任とする理由は、市長自ら条
例違反行為を推し進めようという姿勢、市役所とい
う組織を崩壊させているのが自分自身だということ
を分かっていないことである。ここで、明らかにし

ておきたいことは、不信任の理由は特養のことだけ
ではなく、市長としての資質が欠如していることな
のである。これ以上、あなたが市長でいることは、
本市にとって大きなマイナスである。以上、市長不
信任決議の賛成討論とする。

 公明党　大久保　昌代 
　６月に討論したとおり、市長の民主主義のルール
を無視した強引な進め方には問題がある。また、市
長が自ら辞職することを選ばず、議会解散を選んだ
ことを大変遺憾に思う。多くの市民からは、市長は

なぜ自ら辞職せず、議会を解散するのか、税金の無
駄遣いではないか、との批判が噴出している。市政
に混乱を招き、市民に不要な負担を強いる政治姿勢
は、市長として不適格であり、その責任は重いと言
わざるを得ない。よって、賛成する。

 日本共産党あきる野市議団　関口　えり子 
　村木市長は勝算もないのに議会を解散し、市議会
議員選挙には多額の税金が使われた。不信任決議の
主な要因は市長の民主主義に反する強引な進め方で
ある。市民のためになることであっても、民主主義

のルールに反する進め方は認められない。それすら
理解できないのでは、いよいよ市長として不適格と
言わざるを得ない。村木市政を支えてきた立場から、
村木市長に対し、村木市長に期待した市民への謝罪
を求め、賛成討論とする。

 明るい未来を創る会　中村のりひと 
　村木市長就任からこの間の出来事を政局と表現さ
れる方もいる。そう言う見方があるとしても、市長
の進め方に問題があったのは厳然たる事実。応援す
る議員が少なければ脇を締め、丁寧に説明する姿勢

が必要。理解を得られなかったことは残念。合川哲
夫前議員の残り3年の任期が奪われた形になったこ
とは本当に悔しい。合川前議員の意思を引き継ぎ、
政局ではなく政策が議論されるよう、この決議を本
市の転換点とするため、議員の矜持をもって賛成。

03�ギカイの時間



・議長選挙結果　村野栄一（19票）　無効票（２票）　　・副議長選挙結果　増﨑俊宏（21票）

新
し
い
市
議
会
議
員
を
紹
介
し
ま
す
。

あ
き
る
野
市
議
会
議
員
選
挙
・
開
会
会
議

【
議
長
】  

村む
ら
野の

　
栄え
い
一い
ち

　
　
　
　
　
　（
自
由
民
主
党
志
清
会
）

議
長
・
副
議
長

　
　
　
　
就
任
挨
拶

【
副
議
長
】  

増ま
す
﨑ざ
き

　
俊と
し
宏ひ
ろ

　
　
　
　
　
　（
公
明
党
）

７
月
24
日
に
あ
き
る
野
市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、新
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。（
任
期
は
令
和
４
年
７
月
24
日
か
ら
８
年
７
月
23
日
ま
で
）

７
月
28
日
に
あ
き
る
野
市
議
会
第
２
回
定
例
会
開
会
会
議
が
開
催
さ
れ
、
新
議
長
・
副
議
長
が
決
ま
り
ま
し
た
。

第
２
回
定
例
会
開
会
会
議

に
お
き
ま
し
て
議
長
、
副

議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。
長
く
続
く
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
の
中
、
感
染
対
策
と
経

済
復
興
を
両
立
さ
せ
な
が

ら
市
政
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
、
公
平・公
正・

透
明
性
を
胸
に
、
市
民
に

わ
か
り
や
す
く
開
か
れ
た

議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に

は
議
会
に
関
心
を
お
寄
せ

い
た
だ
き
、
今
後
と
も
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

浦う
ら
野の 
治は
る
光み
つ

（
自
由
民
主
党志

清
会
）

【
趣
味
】
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

・
家
庭
菜
園

【
信
条
】
誠
心
誠
意

昭
和
30
年
５
月
15
日
生
ま
れ

草
花
７
３
１
︲
２

５
５
９
︲
０
３
０
８

当
選
回
数
　
２
回

天あ
ま
野の 

正ま
さ
昭あ
き

（
自
由
民
主
党志

清
会
）

【
趣
味
】
農
業
・
ア
ユ
漁

・
水
泳

【
信
条
】
あ
き
る
野
を
元

気
一
杯
に
す
る
た
め
に
、

喜
ん
で
働
く

昭
和
31
年
12
月
４
日
生
ま
れ

小
和
田
１
２
３

５
９
６
︲
２
２
４
８

当
選
回
数
　
４
回

臼う
す
井い 

　
建け
ん

（
自
由
民
主
党志

清
会
）

【
趣
味
】
野
球
・
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
・
読
書
・
サ
ウ
ナ

【
信
条
】
お
天
道
様
は
見
て

い
る
・
夫
子
の
道
は
忠
恕
の
み

（
思
い
や
り
と
真
心
が
大
切
）

昭
和
44
年
２
月
11
日
生
ま
れ

秋
留
２
︲
７
︲
１

５
５
９
︲
３
３
３
１

当
選
回
数
　
３
回

【
趣
味
】
サ
ッ
ク
ス
演

奏
・
登
山
・
ラ
ン
ニ
ン
グ

【
信
条
】
地
域
の
願
い
は

私
の
課
題

【
趣
味
】
映
画
鑑
賞
・
読

書
・
ス
ポ
ー
ツ

【
信
条
】
現
場
第
一
主
義
　

一
人
の
人
を
大
切
に

昭
和
42
年
２
月
15
日
生
ま
れ

二
宮
東
１
︲
10
︲
５

５
３
３
︲
３
９
１
７

当
選
回
数
　
４
回

昭
和
45
年
９
月
２
日
生
ま
れ

秋
川
４
︲
２
︲
10

０
８
０
︲
９
８
０
４
︲
８
２
４
８

当
選
回
数
　
５
回

ギカイの時間

大お
お
久く

保ぼ 

昌ま
さ
代よ

（
公
明
党
）

【
趣
味
】
美
術
鑑
賞
・
映

画
鑑
賞
・
写
真

【
信
条
】
強
く
美
し
い
心

で
、
仲
良
く
明
る
く
希
望

を
も
っ
て
前
進
！

昭
和
42
年
３
月
９
日
生
ま
れ

牛
沼
４
７
８
︲
１
６

５
５
０
︲
０
９
０
６

当
選
回
数
　
３
回

窪く
ぼ
島し
ま 

成せ
い
一い
ち

（
自
由
民
主
党志

清
会
）

【
趣
味
】
ゴ
ル
フ
・
園
芸

【
信
条
】
誠
心
誠
意

昭
和
29
年
8
月
14
日
生
ま
れ

平
沢
６
２
９

５
５
８
︲
１
４
９
１

当
選
回
数
　
３
回

国く
に
松ま
つ 

ま
さ
き

（
自
由
民
主
党志

清
会
）

【
趣
味
】
読
書
・
登
山
・
　

農
作
業

【
信
条
】
お
も
し
ろ
き
こ

と
も
な
き
世
を
お
も
し
ろ

く 昭
和
51
年
1
月
17
日
生
ま
れ

五
日
市
１
０
０
１
︲
１
４

０
９
０
︲
４
３
７
９
︲
２
５
６
８

当
選
回
数
　
１
回

ギカイの時間 04�

関せ
き
口ぐ
ち 

え
り
子こ

（
日
本
共
産
党

あ
き
る
野
市
議
団
）

【
趣
味
】
バ
イ
オ
リ
ン
演

奏
・
一
人
旅
・
読
書

【
信
条
】
大
切
で
す
。
福

祉
と
平
和
。

昭
和
41
年
４
月
23
日
生
ま
れ

草
花
２
９
７
７
　

５
５
８
︲
７
６
４
８

当
選
回
数
　
２
回

よ
し
ざ
わ
　
ゆ
た
か

（
自
由
民
主
党志

清
会
）

【
趣
味
】
鮎
友
釣
り
・
バ

イ
ク
ツ
ー
リ
ン
グ

【
信
条
】
明
朗
・
愛
和
・

喜
働

昭
和
33
年
４
月
25
日
生
ま
れ

伊
奈
９
７
７

０
９
０
︲
２
１
５
３
︲
４
４
３
０

当
選
回
数
　
２
回

辻つ
じ 

よ
し
子こ

（
く
さ
し
ぎ
）

【
趣
味
】
自
然
観
察

【
信
条
】
小
さ
な
声
に
耳

を
す
ま
し
、
大
き
な
力
に

ひ
る
ま
ず

昭
和
35
年
４
月
29
日
生
ま
れ

草
花
３
０
１
２
︲
２
０

５
５
９
︲
６
９
４
１

当
選
回
数
　
４
回

原は
ら
田だ 

ひ
ろ
こ

（
公
明
党
）

【
趣
味
】
山
歩
き

【
信
条
】
ひ
と
り
の
声
を

聴
き
、
ひ
と
り
に
寄
り
添

う 昭
和
40
年
３
月
11
日
生
ま
れ

留
原
６
９
７
︲
２

５
９
６
︲
１
９
４
１

当
選
回
数
　
２
回

堀ほ
り
江え 

武た
け
史し

（
自
由
民
主
党志

清
会
）

【
趣
味
】
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

【
信
条
】
一
日
一
日
を
大

切
に
生
き
る
（
一
日
一
生
）

昭
和
52
年
11
月
23
日
生
ま
れ

渕
上
２
３
５
︲
１

５
５
９
︲
６
８
４
５

当
選
回
数
　
６
回

清し

水み
ず 

　
晃
あ
き
ら

（
明
る
い
未
来
を

創
る
会
）

【
趣
味
】
盆
栽
・
カ
ラ
オ

ケ
・
釣
り

【
信
条
】
真
実
一
路

昭
和
18
年
12
月
23
日
生
ま
れ

三
内
５
４
９

５
３
３
︲
７
８
７
８

当
選
回
数
　
７
回

し
ょ
う
じ 

さ
と
し

（
リ
メ
ン
バ
ー
）

【
趣
味
】
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
・
パ
ン
作
り

【
信
条
】
〝
つ
な
が
り

の
〟
実
感
を
！
〝
わ
か
ち

あ
い
〟
の
実
践
を
!!

昭
和
61
年
10
月
7
日
生
ま
れ

入
野
３
５
９
︲
５

０
７
０
︲
５
５
６
６
︲
７
０
５
６

当
選
回
数
　
１
回

子こ

籠ご
も
り 

敏と
し
人ひ
と

（
自
由
民
主
党志

清
会
）

【
趣
味
】
料
理
・
子
ど
も

の
絵
本
を
探
す
こ
と
・
家

族
で
ド
ラ
イ
ブ

【
信
条
】
至
誠
天
に
通

ず
！
生
涯
勉
強
！

昭
和
48
年
７
月
12
日
生
ま
れ

菅
生
１
７
５
３
︲
２

０
８
０
︲
１
２
０
２
︲
７
５
６
７

当
選
回
数
　
５
回

中な
か
村む
ら 

の
り
ひ
と

（
明
る
い
未
来
を

創
る
会
）

【
趣
味
】
子
ど
も
と
の
外

遊
び

【
信
条
】
僕
ら
は
微
力
で

は
あ
る
が
、
決
し
て
、
無

力
で
は
な
い

昭
和
53
年
１
月
24
日
生
ま
れ

上
代
継
２
２
５‐

５

０
９
０
︲
４
９
４
６
︲
０
５
０
４

当
選
回
数
　
４
回

中な
か
村む
ら 

一か
ず
広ひ
ろ

（
自
由
民
主
党志

清
会
）

【
趣
味
】
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

・
旅
行

【
信
条
】
人
に
勝
つ
よ
り

自
分
に
勝
て

昭
和
43
年
５
月
８
日
生
ま
れ

秋
川
１
︲
５
︲
５

５
５
８
︲
３
３
３
７

当
選
回
数
　
３
回

松ま
つ
本も
と 

ゆ
き
子こ

（
日
本
共
産
党

あ
き
る
野
市
議
団
）

【
趣
味
】
絵
画
・
映
画
鑑

賞
・
読
書

【
信
条
】
頑
張
リ
ズ
ム
・
笑

顔
と
挨
拶
が
心
を
開
く
窓
・

全
て
の
人
に
優
し
い
市
政
を

昭
和
26
年
９
月
23
日
生
ま
れ

瀬
戸
岡
１
８
８
︲
４

５
５
９
︲
６
１
１
６

当
選
回
数
　
３
回

た
ば
た 

あ
ず
み

（
日
本
共
産
党

あ
き
る
野
市
議
団
）

【
趣
味
】
裁
縫
・
工
作
・

歌
・
読
書
・
お
し
ゃ
べ
り

【
信
条
】
毎
日
成
長
！
一

人
ひ
と
り
の
思
い
に
心
を

寄
せ
て

昭
和
49
年
10
月
30
日
生
ま
れ

雨
間
５
９
０
︲
27
　

５
５
０
︲
６
６
７
４

当
選
回
数
　
５
回

ひ
は
ら 

省し
ょ
う

吾ご

（
自
由
民
主
党志

清
会
）

【
趣
味
】
柔
道
・
モ
ー
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
・
料
理
・
Ｄ
Ｉ
Ｙ

【
信
条
】
一
言
芳
恩
（
一

声
を
賜
っ
た
恩
を
感
じ
る

こ
と
。）

昭
和
40
年
４
月
10
日
生
ま
れ

野
辺
２
３
４

０
９
０
︲
１
４
３
４
︲
５
２
３
０

当
選
回
数
　
３
回

自由民主党志清会
◎堀江武史　天野正昭　臼井　建　浦野治光　国松まさき
　窪島成一　子籠敏人　中村一広　ひはら省吾　
　村野栄一　よしざわゆたか
公明党
◎増﨑俊宏　大久保昌代　原田ひろこ
日本共産党あきる野市議団
◎たばたあずみ　関口えり子　松本ゆき子
明るい未来を創る会
◎清水晃　中村のりひと
くさしぎ
◎辻よし子

ギカイの時間

会
派
の
紹
介

◎�

代
表
者

子こ

籠ご
も
り 

敏と
し
人ひ
と

監
査
委
員
と
は
？

市
の
財
務
や
経
営
に
関
わ
る
事
業
の
管
理
を
監
査

す
る
た
め
の
機
関
で
す
。
市
の
財
務
管
理
や
そ
の

他
行
政
運
営
に
す
ぐ
れ
た
知
識
・
経
験
を
有
す
る

人
か
ら
１
人
、
議
員
か
ら
１
人
が
選
ば
れ
ま
す
。

監
査
委
員（
議
会
選
出
）

リメンバー
◎しょうじさとし

05�ギカイの時間



市
の
将
来
構
想
な
ど
全
体
的
な
政
策
や
企

画
、
財
政
に
関
す
る
こ
と
、
消
防
や
災
害
な

ど
防
災
に
関
す
る
こ
と
、
税
金
、
保
険
年
金

な
ど
に
関
す
る
こ
と
を
主
に
審
査
し
ま
す
。

市
議
会
に
は
、
市
の
問
題
を
議
員
全
員
で
話
し
合
う
場
と
、
更
に
専
門
的
に
調
査
し
話
し
合
う
３
つ
の
常
任
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
常
任
委
員
会
、
そ
の
他
の
委
員
会
、
一
部
事
務
組
合
の
役
割
と
メ
ン
バ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

障
が
い
者
福
祉
、
高
齢
者
福
祉
、
子
育
て
支

援
な
ど
福
祉
や
健
康
に
関
す
る
こ
と
、
学
校

教
育
、
生
涯
学
習
、
文
化
財
、
図
書
館
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
教
育
委
員
会
に
関
す
る
こ

と
を
主
に
審
査
し
ま
す
。

自
然
環
境
の
保
全
、
農
林
業
や
観
光
商
工
の

振
興
、
生
活
環
境
の
改
善
な
ど
環
境
経
済
に

関
す
る
こ
と
、
都
市
計
画
、
道
路
管
理
、
下

水
道
な
ど
都
市
整
備
に
関
す
る
こ
と
を
主
に

審
査
し
ま
す
。

（
前
列
右
よ
り
）

　
村
野
栄
一

◎
臼
井 

建

○
た
ば
た
あ
ず
み

　
原
田
ひ
ろ
こ

（
前
列
右
よ
り
）

　
窪
島
成
一

◎
中
村�

の
り
ひ
と

○
大
久
保
昌
代

　
関
口
え
り
子

（
前
列
右
よ
り
）

　
増
﨑
俊
宏

◎
ひ
は
ら
省
吾

○
松
本
ゆ
き
子

　
辻 

よ
し
子

（
後
列
右
よ
り
）

　
中
村
一
広
　

　
清
水 

晃

　
浦
野
治
光

（
後
列
右
よ
り
）

　
堀
江
武
史

　
国
松
ま
さ
き

　
天
野
正
昭

総
務
委
員
会

福
祉
文
教
委
員
会

環
境
建
設
委
員
会

◎�

委
員
長

◯�

副
委
員
長

新
し
い
常
任
委
員
会
等
の
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。◎�

委
員
長

◯�

副
委
員
長

◎�

委
員
長

◯�

副
委
員
長

（
後
列
右
よ
り
）

　
子
籠
敏
人

　
し
ょ
う
じ
さ
と
し

　
よ
し
ざ
わ
ゆ
た
か

ギカイの時間 06�

特
定
の
事
務
を
市
町
村
が
共
同
で
処
理
す
る

と
こ
ろ
で
す
。各
組
合
に
は
議
会
が
置
か
れ
、

市
町
村
選
出
の
議
員
が
各
組
合
議
会
を
構
成

し
て
い
ま
す
。

公
共
交
通
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
五
日

市
線
、
路
線
バ
ス
、
る
の
バ
ス
等
の
在
り
方

を
調
査
、
検
討
す
る
委
員
会
で
す
。

議
会
を
円
滑
に
運
営
す
る
た
め
の
委
員
会
で

す
。

議
会
の
情
報
を
発
信
（
広
報
）
す
る
と
と
も
に
、

広
く
市
民
の
意
見
を
把
握
（
広
聴
）
し
、
議

会
活
動
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
委
員
会
で
す
。

市
内
に
お
け
る
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
創
設

に
当
た
り
、
そ
の
内
容
及
び
必
要
性
に
つ
い

て
調
査
、
検
討
す
る
委
員
会
で
す
。

市
議
会
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
利
活

用
に
つ
い
て
検
討
す
る
委
員
会
で
す
。

【
委
員
長
】　
　
天
野
正
昭

【
副
委
員
長
】　
大
久
保
昌
代

浦
野
治
光
　
子
籠
敏
人
　
た
ば
た
あ
ず
み

中
村
の
り
ひ
と
　
ひ
は
ら
省
吾
　

【
委
員
長
】　
　
中
村
一
広
　
　

【
副
委
員
長
】　
た
ば
た
あ
ず
み

浦
野
治
光
　
大
久
保
昌
代
　
子
籠
敏
人

し
ょ
う
じ
さ
と
し
　
辻 

よ
し
子
　
中
村
の
り
ひ
と

【
委
員
長
】　
　
辻 

よ
し
子

【
副
委
員
長
】　
中
村
の
り
ひ
と

国
松
ま
さ
き
　
し
ょ
う
じ
さ
と
し
　
関
口
え
り
子
　
　

原
田
ひ
ろ
こ
　
よ
し
ざ
わ
ゆ
た
か

【
委
員
長
】　
　
ひ
は
ら
省
吾

【
副
委
員
長
】　
原
田
ひ
ろ
こ

し
ょ
う
じ
さ
と
し
　
た
ば
た
あ
ず
み
　
中
村
の
り
ひ
と

【
委
員
長
】　
　
堀
江
武
史
　
　

【
副
委
員
長
】　
清
水 

晃
　
　

子
籠
敏
人
　
し
ょ
う
じ
さ
と
し
　
辻 

よ
し
子

増
﨑
俊
宏
　
松
本
ゆ
き
子
　
よ
し
ざ
わ
ゆ
た
か

一
部
事
務
組
合

公
共
交
通
等

調
査
特
別
委
員
会

介
護
老
人
福
祉
施
設
の
創
設

に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

タ
ブ
レ
ッ
ト
等

活
用
推
進
委
員
会

広
報
広
聴
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

清
水 

晃
　
た
ば
た
あ
ず
み
　
原
田
ひ
ろ
こ

ひ
は
ら
省
吾
　
よ
し
ざ
わ
ゆ
た
か

阿
伎
留
病
院
企
業
団
議
会
議
員

大
久
保
昌
代
　
窪
島
成
一
　
関
口
え
り
子

中
村
一
広
　
中
村
の
り
ひ
と

西
秋
川
衛
生
組
合
議
会
議
員

天
野
正
昭
　
臼
井 

建
　
国
松
ま
さ
き

し
ょ
う
じ
さ
と
し
　
松
本
ゆ
き
子

秋
川
流
域
斎
場
組
合
議
会
議
員

浦
野
治
光
　
堀
江
武
史

東
京
都
三
市
収
益
事
業
組
合
議
会
議
員

07�ギカイの時間


